
撮
影
場
所
　
4
階
　
児
童
図
書
コ
ー
ナ
ー
　
写
真
　
鷹
巣
由
佳

撮
影
場
所
　
4
階
　
児
童
図
書
コ
ー
ナ
ー
　
写
真
　
鷹
巣
由
佳

成
長
と
と
も
に
増
え
て
い
く
図
書
館
の
思
い
出

わ
た
し
と
、
図
書
館
vol.24

わ
た
し
と
、
図
書
館
vol.24

あ
な
た
に
と
っ
て
豊
田
市
中
央
図
書
館
は
ど
ん
な
場
所
で
す
か
？

利
用
者
さ
ん
に
、
図
書
館
の
お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
で
話
を
聞
き
ま
し
た

あ
な
た
に
と
っ
て
豊
田
市
中
央
図
書
館
は
ど
ん
な
場
所
で
す
か
？

利
用
者
さ
ん
に
、
図
書
館
の
お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
で
話
を
聞
き
ま
し
た
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かおりさんの好きな本
『空の中』　
有川浩 /著
ＫＡＤＯＫＡＷＡ
請求記号 913.6/ｱﾘ/

「
こ
こ
の
図
書
館
は
気
軽
に
来
れ
る
場
所
で
す
。
3
月
に
は
家
族
で

図
書
館
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
大
の
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
好
き
の
夫
も
息
子
も
一
緒
に
、
家
族
で
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。」

　
幼
い
頃
か
ら
家
族
で
図
書
館
に
来
て
い
た
と
い
う
か
お
り
さ
ん
。

「
私
が
小
学
生
の
時
か
ら
母
が
図
書
館
に
連
れ
て
来
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
C
D
を
借
り
た
り
D
V
D
を
観
た
り
、
私
が
描
い
た
読
書

感
想
画
が
６
階
で
展
示
さ
れ
た
時
に
は
、
家
族
で
見
に
来
た
思
い

出
も
あ
り
ま
す
。
高
校
時
代
に
は
、
模
試
に
出
て
き
た
小
説
が
気

に
な
っ
て
、
問
題
そ
っ
ち
の
け
で
（
笑
い
）
タ
イ
ト
ル
と
著
者
名
を

記
憶
し
て
、
模
試
が
終
わ
っ
た
後
に
図
書
館
で
そ
の
本
を
探
し
て
読

ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。」

　
か
お
り
さ
ん
は
今
、
3
歳
の
昭
斗
く
ん
と
１
歳
の
湊
斗
く
ん
の

お
母
さ
ん
。
家
で
は
よ
く
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
と
い
う
。

「
上
の
子
（
昭
斗
く
ん
）
が
大
好
き
な
乗
り
物
の
絵
本
を
読
む
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
動
物
が
出
て
く
る
絵
本
や
『
い
な
い
い
な
い
ば
あ
』

の
絵
本
を
気
に
入
っ
て
読
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
『
こ
う
い
う

本
を
読
ま
せ
た
い
』
と
い
う
思
い
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
好
き
な

本
を
、
楽
し
く
読
ん
で
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

かおりさんの好きな本
『空の中』　
有川浩 /著
ＫＡＤＯＫＡＷＡ
請求記号 913.6/ｱﾘ/

「
こ
こ
の
図
書
館
は
気
軽
に
来
れ
る
場
所
で
す
。
3
月
に
は
家
族
で

図
書
館
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
大
の
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
好
き
の
夫
も
息
子
も
一
緒
に
、
家
族
で
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。」

　
幼
い
頃
か
ら
家
族
で
図
書
館
に
来
て
い
た
と
い
う
か
お
り
さ
ん
。

「
私
が
小
学
生
の
時
か
ら
母
が
図
書
館
に
連
れ
て
来
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
C
D
を
借
り
た
り
D
V
D
を
観
た
り
、
私
が
描
い
た
読
書

感
想
画
が
６
階
で
展
示
さ
れ
た
時
に
は
、
家
族
で
見
に
来
た
思
い

出
も
あ
り
ま
す
。
高
校
時
代
に
は
、
模
試
に
出
て
き
た
小
説
が
気

に
な
っ
て
、
問
題
そ
っ
ち
の
け
で
（
笑
い
）
タ
イ
ト
ル
と
著
者
名
を

記
憶
し
て
、
模
試
が
終
わ
っ
た
後
に
図
書
館
で
そ
の
本
を
探
し
て
読

ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。」

　
か
お
り
さ
ん
は
今
、
3
歳
の
昭
斗
く
ん
と
１
歳
の
湊
斗
く
ん
の

お
母
さ
ん
。
家
で
は
よ
く
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
と
い
う
。

「
上
の
子
（
昭
斗
く
ん
）
が
大
好
き
な
乗
り
物
の
絵
本
を
読
む
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
動
物
が
出
て
く
る
絵
本
や
『
い
な
い
い
な
い
ば
あ
』

の
絵
本
を
気
に
入
っ
て
読
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
『
こ
う
い
う

本
を
読
ま
せ
た
い
』
と
い
う
思
い
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
好
き
な

本
を
、
楽
し
く
読
ん
で
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

ここは気
軽に来れ

る、

　　　　
　立ち寄

りたくな
る場所

森かおりさん　昭斗くん（3歳）　湊斗くん（1歳）
あきと みなと

3月に開催した「ボードゲームで遊ぼう」に家族で参加した際に募集チラシを見て表紙出演を決意。
かおりさんの好きな作家は有川ひろ。著作は全て読んでいるそう。

昭斗くんの好きな本

『さいしゅうれっしゃのあとで』　
市川宣子／作　柿本幸造／絵
ひさかたチャイルド　請求記号 E/ｶｷ/

森かおりさん　昭斗くん（3歳）　湊斗くん（1歳）
あきと みなと

3月に開催した「ボードゲームで遊ぼう」に家族で参加した際に募集チラシを見て表紙出演を決意。
かおりさんの好きな作家は有川ひろ。著作は全て読んでいるそう。

昭斗くんの好きな本

『さいしゅうれっしゃのあとで』　
市川宣子／作　柿本幸造／絵
ひさかたチャイルド　請求記号 E/ｶｷ/



　

オ
ス
ス
メ
本
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
紹
介

中
央
図
書
館
3
階
に
て
特
集
展
示
開
催
中

『おさんぽのおやくそくだもの』
きだにやすのり/さく
わたなべあや /え
あかね書房
請求記号 E/ﾜﾀ/

『クルマの本箱
   ～絵本からミニカーまで～』
内野安彦 /著
郵研社
請求記号 C21.3/ｳﾁ/

『ふみきりくん』

えのもとえつこ/文
鎌田歩 /絵
福音館書店　請求記号 E/ｶﾏ/ 

駅のそばのふみきりくんは、電
車が来ると赤い目玉をぴかぴか
させ、カンカンカンカン！と遮断
機をおろします。働き者のふみ
きりくんの1日を描いた絵本。
特急電車も登場する、臨場感
たっぷりの乗り物絵本です。

りんごくんとあおりんごちゃん
が、くだもの公園までおさんぽ
します。「くるまがきたよ」「てを
つなごうね」など、くだものたち
が交通ルールをやさしく伝えて
くれます。小さいお子さんでも
読める、交通安全絵本です。

夏目漱石から忌野清志郎まで、
27人の作家たちによる、自転
車にまつわる短編アンソロ
ジー。身近な乗り物である自転
車も、スピード感や見える景色
など、書き手によって捉え方は
様々。極上の自転車文学集です。

よ
も
よ
も
×『自転車に乗って』

伊藤礼 / [ ほか ] 著　
河出書房新社
請求記号 918.6/ｲﾄ/

日本は世界有数の自動車生産国
なのに、図書館に置いてあるク
ルマの本は少ない！図書館館長
も経験した著者が、「こんなクル
マの本がある図書館が作りた
かった」という思いを綴った本
書。クルマ愛に溢れた一冊です。

の
り
も
の
と

交
通
ル
ー
ル

　今回の特集では、子どもから大人まで、楽しみながら交通安全を学習できる
施設、豊田市交通安全学習センターを紹介します。職員の柴田さんに、豊田市
の交通事故の現状やセンターにある設備について、お話しいただきました。

遊園ゾーンにある、子どもたちに大人気の踏切

体
験
を
通
し
て
楽
し
み
な
が
ら

危
険
を
安
全
に
学
ぶ

―

は
じ
め
に
、
豊
田
市
交
通
安
全
学
習
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

柴
田　

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
、
体
験
を

通
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
交
通
安
全
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

施
設
で
す
。
屋
内
施
設
「
交
通
安
全
学
習
館
」
に
は
、
自

動
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
な
ど
が
あ
る
体
験
学
習
コ
ー
ナ
ー
や
シ

ア
タ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
屋
外
は
3
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
か

れ
て
い
て
、
徒
歩
や
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
た
め
に

本
物
の
街
を
模
し
て
作
ら
れ
た
「
市
街
地
ゾ
ー
ン
」、
ミ
ニ

S
L
や
ゴ
ー
カ
ー
ト
に
乗
り
な
が
ら
交
通
ル
ー
ル
を
学
べ
る

「
遊
園
ゾ
ー
ン
」、
乗
り
物
の
形
を
し
た
遊
具
が
あ
る
「
広

場
ゾ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
リ
ア
ル
を
追
求
し
て
作

ら
れ
た
「
市
街
地
ゾ
ー
ン
」
は
全
国
で
も
め
ず
ら
し
い
設
備

で
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
講
習

を
年
代
別
に
行
っ
て
い
ま
す
。

―

ど
の
よ
う
な
方
の
利
用
が
多
い
で
す
か
？

柴
田　

平
日
は
２
〜
３
歳
の
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
利
用
が

多
い
で
す
。
ま
た
豊
田
市
内
の
子
ど
も
た
ち
の
公
共
施
設

使
用
料
無
料
化
が
始
ま
り
、
学
校
が
終
わ
っ
て
か
ら
来
る
子

も
増
え
て
い
ま
す
。
市
内
在
住
で
18
歳
以
下
の
方
は
、
ミ

ニ
S
L
や
ゴ
ー
カ
ー
ト
の
利
用
が
無
料
で
す
。
小
さ
い
子
ど

も
で
も
楽
し
め
る
各
種
自
転
車
も
あ
り
、
家
族
で
一
緒
に
乗

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

―

交
通
安
全
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
開
催
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

柴
田　

絵
本
好
き
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
セ
ン
タ
ー
に
来
る
小
さ

い
お
子
さ
ん
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
子
ど
も
の
交
通
安
全
に
は
保
護
者
の
関
わ

り
が
一
番
重
要
で
す
。
保
護
者
が
子
ど
も
に
関
心
を
持
ち
、

関
わ
り
を
持
つ
き
っ
か
け
と
し
て
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
始

め
ま
し
た
。
親
子
で
絵
本
を
読
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
っ
た
後
、
帰
る
時
に
は
「
手
を
つ
な
い
で
（
安
全
に
）

帰
ろ
う
ね
」
と
い
う
話
を
し
て
、
交
通
安
全
の
話
に
繋
げ
て

い
ま
す
。

―

お
す
す
め
の
絵
本
は
あ
り
ま
す
か
？

柴
田　
『
ふ
み
き
り
く
ん
』
で
す
。
セ
ン
タ
ー
内
に
踏
切
が

あ
る
の
で
す
が
、「
家
の
近
く
に
踏
切
が
な
い
の
で
セ
ン
タ
ー

ま
で
見
に
来
ま
し
た
」
と
い
う
踏
切
好
き
の
子
た
ち
が
た
く

さ
ん
い
て
、
と
て
も
人
気
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―

豊
田
市
の
交
通
事
故
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

柴
田　

今
年
の
3
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
死
亡
事
故
が
相

次
い
て
発
生
し
、
非
常
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
あ
り
、
事
故
の
続
発
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
は
重
大
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

―

愛
知
県
は
交
通
事
故
が
多
く
、
常
に
ワ
ー
ス
ト
に
入
っ
て

い
ま
す
ね
。

柴
田　

要
因
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
愛
知
県
は
車
の
登

録
台
数
や
運
転
免
許
を
お
持
ち
の
方
が
多
い
た
め
、
事
故

の
件
数
が
多
い
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
道
路
が
走
り

や
す
く
て
ス
ピ
ー
ド
が
出
や
す
い
、
日
本
の
中
央
に
あ
る
県

な
の
で
、
愛
知
県
を
通
過
す
る
時
に
事
故
を
起
こ
す
と
愛

知
県
の
事
故
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
た
め
、
件
数
が
多
く

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

絵
本
は
子
ど
も
と
の
大
切
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

柴田 彩子 さん
豊田市交通安全学習センター

管理業務責任者。主に施設の点検・
整備を担う。勤続10年。

柴田 彩子 さん
豊田市交通安全学習センター

管理業務責任者。主に施設の点検・
整備を担う。勤続10年。

柴田さんインタビュー
豊田市交通安全学習センター

楽しくまなぼう！交通ルール楽しくまなぼう！交通ルール

豊田市交通安全学習センター
開館時間/午前9時～午後5時
休館日/月曜日（祝日の場合は開館）12月29日～ 1月3日
住所/〒471-0001 豊田市池田町小山田494番地24
電話/ 0565-88-5055



　豊田市電子図書館で【みんなで読める】シリーズを公
開しました。このシリーズは、いつでも何人でも同時に読
むことができる電子書籍です。「朝の読書」や「調べ学習」
にぴったりの本が 150 冊あります。夏休みの読書や学習
にいかがでしょうか？

『赤毛のアン』
わたしの好きな本
図書館スタッフの

L.M. モンゴメリ /作
村岡花子 /訳
講談社　請求記号 K933/ﾓﾝ/

　アンは孤児でしたが引き取られたことで愛さ
れ、人との出会いや学校で学ぶ楽しさを知ります。
時には周りが驚くような失敗を何度もしますが、
その度に乗り越えて成長していく物語です。アン
のように活発で、強い心や豊かな想像力があれ
ば人生はもっと色鮮やかな景色に見えているの
でしょう。子どもの頃に読んだ本をもう一度読ん
でみると自分の中で新しい発見やあの頃には出
会えなかった感情が溢れて、とても楽しい時間
になりますね。

図書
館

NEW
S 電子図書館【みんなで読める】公開

いつでも 何人でも 同時に読める！
電子図書館【みんなで読める】公開

スタッフ   井野

好きな生きものは
くろうさぎ

いつでも 何人でも 同時に読める！

人生はもっと色鮮やかな景色になる

豊田市電子図書館

電子図書館ってなに？➡パソコンやスマートフォンを使って
いつでも、どこでも本を読むことができるサービスです。
誰が使える？➡市内在住・在勤・在学で、豊田市中央図
書館の利用カードをお持ちの方が利用できます。

詳しくはこちら▼

体験学習コーナーには、自動車
シミュレータや歩行者目線から身
近に潜む危険をバーチャル体験で
きるステージ、運転に必要な身
体機能を自由に測定できるシステ
ムなどがあります。楽しい体験か
ら学ぶだけではなく、事故の悲し
さや辛さを忘れないために、実
際の交通事故の記録や加害者の
手記も展示しています。

道路の幅などまで、街中をリアルに模して作られたゾーンです。実
際の街と同じように交差点や横断歩道、駐車場、信号機、道路標
識などがあり、街中で徒歩や自転車を利用する時に、どんなところ
に危険が潜んでいるのかを体験しながら学ぶことができます。

見学スタンド見学スタンド

市街地ゾーンにある見学スタンドでは、道路
を車が走ってダミー人形とぶつかる衝突実験
や大型トラックが曲がる際の巻き込み事故の
再現などを講習の際に実施しています。

ちびっこうんてんひろばちびっこうんてんひろば

シアターシアター

体験学習コーナー体験学習コーナー

1階には教室やキッズルー
ムがあります。2階には運
転に必要な身体機能測定
など自由に体験できる体験
学習コーナーや、クイズに
答えながら交通安全につい
て学習できるシアターがあ
ります。

クイズ回答機能の付いた
座席や大型画面に客席の
様子を映し出すライブカ
メラを使って、交通安全
について学習できるシア
ターです。 小学校に入ると、子どもたちは大人から離れて行動し始めるため、そこで事故が

増えてきます。子どもの命を守るためには、幼児期からの教育によって交通安全
への意識を習慣化させていくことが大切です。道路を横断する時はまず止まって
安全を確かめることや、自転車に乗る時は必ずヘルメットをかぶることなど、お
子さんの成長にあわせて交通安全の声かけをお願いします。

子どもたちが楽しく安全に過ごせるように子どもたちが楽しく安全に過ごせるように

床に描かれた市街地コースをプラズマカーで走る
運転広場。左右にハンドルを動かすだけで操作で
き、小さいお子さまも安全に交通ルールを学べます。

豊田市交通安全学習センター
ってどんなところ？

豊田市交通安全学習センター
ってどんなところ？

道路標示の自転車に乗る人物が
きちんとヘルメットを被っている
のは、センターのこだわりです。
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PICK UP　イベント情報

やってみよう！調べる・伝える学習

よもよも×のりものと交通ルール

「吹けば風」展関連資料展示
（豊田市美術館連携）

本で楽しむ！世界巡礼の旅
～中東編～

【ティーンズ】
高校生がえらぶ　推し作家

3階

源氏物語と能

白夜と北の国々

【映画】リトル・マーメイド
（イオンシネマ豊田 KiTARA 連携）

美しい夏を手に入れよう
【児童】課題図書

4階

5階

コマ劇場よみ
りん・かたるん

４
の

【ティーンズ】 理想的本箱

【SDGｓ】
豊田市の環境について考えてみよう
（豊田市環境保全課連携）

と　き　7 月 28 日（金）　午前 10 時 30 分～正午

場　所　中央図書館 6 階多目的ホール

定　員　35 人　※抽選　　対　象　60 歳以上

講　師　庄野 俊哉　氏（東海テレビ放送株式会社）

申込み　7 月 15 日（土）まで、中央図書館４階総合案内 ・ HP にて受付

　　　　　※当選者のみ 7 月１8 日（火）までに電話連絡

内容

Event
2

東海テレビの庄野俊哉アナウンサーから

音読のコツを学びます

【講座】調べ学習を楽しもう！保護者編

【自動車】
デザインから見るクルマの歴史
～丸・角・流線～

と　き　7 月 28 日（金）～ 30 日（日）　

　　　　　8 月 25 日（金）～ 27 日（日）　各日午後 1 時～ 2 時 30 分

場　所　中央図書館 4 階児童コーナー

定　員　各日 32 人　※先着

対　象　小学生以下（未就学児は保護者同伴）

申込み　当日、児童コーナーにて受付

内容

Event
1 15 分でできる　わくわく夏の工作会

と　き　8 月 2 日（水）、9 日（水）、22 日（火）　

　　　　　①午前 10 時 15 分～午後 0 時１５分　②午後 1 時～ 3 時

場　所　中央図書館 6 階多目的ホール　材料費　1.000 円　

定　員　各 15 人　※抽選　対　象　全日程参加可能な小学生以上の方

申込み　7 月 20 日（木）まで、中央図書館総合案内 ・ HP ・

　　　　　申込み事項と希望コースを書いた往復ハガキにて受付

　　　　　※当選者のみ 7 月 26 日（水）までに連絡

内容 ①四ツ目綴じ和装本　　②ハードカバー

手作り絵本講座

シニアセミナー　東海テレビ庄野アナウンサーと一緒に

音読で心と体をスッキリ

Event
3

内容
給食レプリカや郷土料理に関する道具に触れて

豊田の食について学ぶ講座です

2023　調べる ・ 伝える学習応援講座

給食から探 Q　「食」 からみた豊田
Event
4

夏休みおはなし会 (～ 8/13)/ 読書感想文教室（若園）

と　き　8 月 6 日（日）　午前 10 時 15 分～午後 0 時 15 分

場　所　中央図書館 6 階多目的ホール 

講　師　駒野 雅彦　氏（博物館準備課）

定　員　20 人　※抽選　　対　象　小学 4 年生～中学生

申込み　7 月 26 日（水）まで、中央図書館４階総合案内 ・ HP にて受付

　　　　　※当選者のみ 7 月 30 日（日）までに連絡

赤ちゃんのための絵本講座　0歳児
赤ちゃんのための絵本講座　0歳児
赤ちゃんのための絵本講座　1歳児

【講座】豊田市の鳥のはねの標本をつくろう

【講座】あの星なあに？夏の夜空の楽しみ方

【講座】調べ学習を楽しもう！小学1～ 4年生編
はじめての読書感想文書き方教室（中央・藤岡）

【講座】調べ学習を楽しもう！小学5～中学生編

夏休み期間中（7/21 ～ 8/31）

中央図書館は月曜日も特別に開館します

音読で心と体をスッキリ /夏の工作会 (～ 7/30)

7 月は①UFO ②からくりキューブ

8 月は①ペットボトル空気砲　②カスター犬を作ります

【講座】ゲームで学ぼう！今日から君もごみ博士


